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研究成果の概要（和文）： 

 子どもの死因の第１位は不慮の事故で、その過半数は大人がいない子どもだけの状況で発生
している。子どもが救命救急・応急手当（救急法）ができるようになって、大人が救助に来る
までの間を持ちこたえられれば、救命の可能性が向上する。本研究は、小学校高学年の子ども
の救急法の能力向上の教育プログラムを作成することを目的として行った。小学校高学年の子
どもでも教育・指導方法の工夫により、救急法の能力を向上させることができた。全体を小さ
なユニットに分け、１つ１つについて教師の指導・子ども達が自分でやってみる、というステ
ップを繰り返すドリル学習が効果的であることと、友人と協力して確認しながらやっていくグ
ループ学習が、ミスや二重事故を防ぎ、実践力と確実性を高めることが分かった。また胸部圧
迫は力の弱い子どもでも体重をかけて押すよう指導すれば十分に圧迫できることが分かった。
一方、人工呼吸は肺活量が少なく手が小さい子どもには難しいので、うまくいかない場合は固
執せず、確実にできる胸部圧迫をして援助を待つよう指導すべきとの結論を得た。また、道具
を使う場合、子どもの利き手や道具の位置や向きが子どものパフォーマンスに影響を与えるこ
と、重要な兆候を見落とさないよう、どこを見るように指導するかなど、大人とは異なる指導
上の配慮が必要なことが分かった。これらの成果を踏まえて教育プログラムを作成し、電子フ
ァイル化して CD等のメディアにコピーして、小学校の教育現場で活用できるようにした。 

 

研究成果の概要（英文）： 
 The most major reason of children’s death is accidental means. More than half of 

accidental means happened in no adult situation. If children can do BLS for an injured 

friend and survive till the rescue coming, children’s life can be helped. According to that 

desire, we tried to make educational program of BLS for elementary school students. By 

contriving teaching methods, elementary school students could improve their basic life 

support ability. All processes must be divided into small units. The drill training; teachers 

instructed one by one and students did it by themselves step by step and repeat, was found 

to be effective. Adding that, we knew that the group study; collaborating with friends, 

helping and confirming each other, can improve their practical skill and reliability. As for 

pressing the patient’s breast (heart massage), even powerless children could press 

effectively by using their body weight. Contrary, artificial respiration (mouth to mouth) was 

very difficult for children with small lung capacity and hands. We concluded that if children 

could not do artificial respiration effectively, they should not persist on continuing 

ineffective artificial respiration but they should do pressing patient’s breast which they can 

do certainly during waiting an ambulance and/or rescue specialists. When using tools, their 

dominant hand, the location and orientation and gaze affect children’s performance of BLS 

strongly. From those observations, we knew that teachers should teach children where they 

should see and good position of tools. Based on those results and knowledge, we made 

education program of BLS for elementary school students. We have compiled it into electric 

files and contained in CD for elementary school teachers for using in their classroom. 
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１． 研究開始当初の背景 

(1) 子どもの死因の第 1 位は不慮の事故で、
その過半数が子どもだけの状況で発生して
いる。子どもが救命救急・応急手当（以下、
救急法）を学び実践できるようになって、大
人が救助に来てくれるまでの間を持ちこた
えることができるようになれば、幼い命を救
える可能性が高まると考えられた。 

 

(2) 既存のトレーニング・プログラムは成人
（15歳以上）を対象に作られており、小学生
に適した教育プログラムはなかった。 

 

２．研究の目的 

(1) 子どもの、命についての感じ方・考え方、
救急法が必要な現場に遭遇した時の行動、大
人との違い、を明らかにする。 

 

(2) 知識の獲得、技術の習得、命の大切さを
学ぶには、どのような指導法を明らかにし、
得られた知見に基づいて、小学校高学年の子
どもの救急法の能力向上のための教育プロ
グラムを作成する。 

 

３．研究の方法 

(1) パイロット・スタディ 
①聞き取り調査で子どもの救急法に関する
知識と命に対する考え方を、②シミュレーシ
ョン実験で救急の現場に遭遇した際の子ど
もの行動を把握し、③国内外の救急法指導プ
ログラムを収集し分析した。 
 
(2) パイロット・スタディで得られた知見に
基づいて、大人とは体の大きさも体力も経験
も感性も異なる子どもに適した救急法の教
育プログラムの原型を作成し、小学校での実
践・検証を経て完成させた。 
 
(3) 完成した教育プログラムを CD で頒布で
きる視聴覚教材にして、小学校の教育現場で

活用できるようにした。 
 
４．研究成果 
(1)小学校高学年の子どもの実態把握 
聞き取り調査の結果から、子ども達は TV

などで救命救急の場面を見たことはあり、人
工呼吸・心臓マッサージなどの言葉は知って
いた。しかし、自分自身の問題あるいは身近
な問題としては捉えておらず、大人がやるこ
と・大人が助けてくれる、と考えている子ど
もが多かった。また、自分達子どもは、胸に
ボールが当たった程度で心臓震盪を起こし、
ただちに救急法を行わないと死に至る危険
があることなども知らなかった。しかし、命
の大切さ、自分達の命がかけがえのないもの
であることは、よく理解していた。 
 救急安全法に関しては、交通安全や学校内
の事故の防止など、「事故の発生を防ぐ」こ
とについての学習はしてきているが、｢事故
が起こってしまった場合の対応｣については、
「大人を呼びに行く」、「救急車を呼ぶ」とい
う回答のみで、大人や救急車が到着するまで
の間は、「どうしたらいいかわからない」「（自
分達のような子どもには）何もできない」と
思っていた。 
 
(2)学習方法：ドリル学習とグループ学習 

 



全行程を小さなユニットに分け、1 ユニッ
トずつ教師が指導し、続いて子ども達がやっ
てみる、というステップを繰り返すドリル学
習によって、減点（ミス）が減り、無駄な時
間も減って迅速で正確な救急法ができるよ
うになった。このことから、ドリル学習が子
どもに適していることが分かった。 
また、友人と協力して確認しながらやって

いくグループ学習が、無理や不注意による傷
病者の悪化や救助する子ども実施自身の二
重事故を防ぐことができるだけでなく、子ど
もの救急法の実践力と学びの確実性を高め
ることが分かった。 

 
(3)子どもの身体・体力特性を考慮した指導 
心肺蘇生法の胸部圧迫は、手の力で押すの

ではなく体重をかけて押すよう指導するこ
とで、力が弱い子どもでも十分に圧迫できる
ようになった。また 1分間に 100回という微
妙な圧迫のタイミングも、ほぼ同じテンポの
子ども達になじみがある歌に合わせてやる
ことで、正しく実施できるようになった。 

 
しかし人工呼吸は、肺活量があまり多くな

いことに加え、跪くという不慣れな姿勢で、
片手で下顎挙上を維持し、もう片方の手だけ

で傷病者の前頭部を固定してかつ鼻をつま
んで口から十分に息を吹き込むというのは、
手が小さく力もまだあまり強くない子ども
には非常に困難であった。成人対象の教育プ
ログラムでも人工呼吸が実施できない場合
は、無理せずに胸部圧迫で体内（血液内）に
残されている酸素を循環させて救急車を待
つ、と指導される。子どもの場合は、呼吸や
意識の確認の後、人工呼吸を試みてうまくい
かなかった場合、無理して続けるのではなく、
胸部圧迫や AEDなどできることを確実にやる
ように、という指導が大人以上に必要である
ことが分かった。 

 
(4)子どもの行動特性を考慮した指導 
 AED などの道具をつかって傷病者を助ける
場合、子どもの利き手や道具の位置や向きな
どが大人が想像する以上に救急法のパフォ
ーマンスに影響することが分かった。また、
子どもは大人に比べて視野が狭いので、重要
な兆候を見落とすことが無いよう、「呼吸の
確認をする時は、傷病者の顔ではなく胸を見
る」など、視線・注視に関する助言・指導を
教育プログラムに組み込む必要性が示唆さ
れた。 
 
(5)教育プログラムの作成と実施 
 本研究成果を基に、小学校高学年の子ども
を対象とした教育プログラムを作成した。教
育現場で指導の手引および教材として活用
できるよう、電子ファイル化し、CDなどのメ
ディアにコピーできるようにした。 
 この教育プログラムを利用して授業を行
ったクラスの子ども達（小学校 6年生）の事
後調査から、「最初は難しくてできないと思
ったけれど、何度も練習したらできるように
なった」、「どうやったらいいのか分からなか
ったけれど、友達と一緒にやったらやり方が
分かって、できた」との回答を得た。子ども
だけしかいない状況で心肺停止状態に陥る
ような事故が発生した時、大人が助けに来て
くれるまでの間、仲間と協力して持ちこたえ
られる救急法の能力向上に貢献できる教育
プログラムを作成するという目的を果たす



ことができた。 
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